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平成18年度

道腎協第29回定期総会議案書

げjl:商道教育会館
叫戸・４ここらオシ

n11J'目駅
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ｌ

　

・市季中火区弓所前

　

｜

　　　　

，

中央区役所●|

石
山
通
り
（
西
１
１

丁
目
）

大戸公園

案内図

札幌駅

大通駅ト

第29回定期総会ご案内

-

･●肩晒鳶

巾令4丁目I

理小路

二蚕‾‾ｔ二）

　　

・

　　

一

・t也‾卜鉄東西線･●｢西11丁目｣下重､徒歩５分

・タクシー⇒札幌駅よりフカ

・市宮パス⇒｢中央区役所前」下車､徒歩１分

・市零南一条線⇒｢'中央区役所前｣下重､i走歩５分

じil

　

所丿

-一一

〒嘲一鵬］札幌市中央区南３条西１２丁目

　　　　

雲会館代表(011)561-8759

　　　　

Sホテル代表(011)561-6161

　　　　　　　　　　　　　　

－－－－－

第29回総会を下記のように

開催いたします。

会員、ご家族の皆様お誘い

合わせのうえご参加下さい。

記

　　　　

日

　

時

　　　

５月28日(日)

　　

10：00～12 : 00

　　　

第29回総会

　　　

(昼

　

食)

　　

1:3：00～151 00

　　

医療講演会

　　　　

会

　

場

札幌市

　

ホテルユニオン

総会当日はこの議案書をご持参ください
昼食は道腎協で用意します。

-

北海道腎臓病患者連絡協議会
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第29回総会次第

開会のあいさつ

黙

　　

と

　　

う

会長あいさつ

来賓あいさつ

祝電・メッセージ披露

議長選出

議

　　　　

事

　　　

平成17年度活動報告

　　　

平成17年度決算報告

　　　

平成17年度会計監査報告

　　　

平成18年度活動方針（案）

　　　

平成18年度予算（案）

　　　

平成18年度役員紹介

　　　

スローガン（案）

　　　

総会宣言（案）

議長解任

感謝状贈呈

閉会のあいさつ

道腎協総会記念

昼

　

食

医療講演

演題

ふ
Ｊ４

10 : 00

１２ ： ００

13 : 00より

｢副甲状腺機能冗進症について｣

　　

～リンとＣａのバランス～

講師

　

札幌北クリニック

　　　

院長

　

大

　

平 整

　

爾
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国
は
こ
こ
数
年
、
様
々
な
経
済
活
助
や

行
財
政
を
「
構
造
改
革
」
・
「
規
制
緩
和
」

し
、
市
場
原
理
に
ゅ
だ
ね
て
自
山
に
競
争

さ
せ
て
効
率
化
す
る
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

実
際
に
は
経
済
格
差
だ
け
が
残
り
ま
し
た
。

特
に
、
所
得
に
対
す
る
定
率
減
税
廃
止
が

予
定
さ
れ
厳
し
い
増
税
が
課
せ
ら
れ
る
こ

と
等
、
一
般
巾
民
に
は
弊
害
ば
か
り
が
押

し
付
け
ら
れ
ま
す
。

　

医
療
に
お
い
て
も
、
「
医
療
制
度
改
革
」

と
称
し
て
、
様
々
な
自
己
負
担
増
が
国
会

で
提
案
論
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
根
底

に
あ
る
も
の
は
国
と
し
て
最
小
限
の
医
療

国
会
請
願
な
ど
を
し
、
会
員
の
皆
様
に
も

様
々
な
ご
協
力
を
し
て
頂
き
ま
し
た
が
、

平
成
1
8
年
４
月
か
ら
「
障
害
者
自
立
支
援

法
（
更
生
・
育
成
医
療
含
む
）
」
が
施
行
さ

れ
る
事
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
。
本
年
４
月
か
ら
の
診
療
報
酬
改

訂
な
ど
に
対
す
る
活
動
な
ど
、
平
成
1
7
年

度
は
、
国
か
ら
提
案
さ
れ
る
「
医
療
制
度
」

改
悪
に
翻
弄
さ
れ
た
年
度
で
し
た
。
次
の

よ
う
に
活
動
を
報
告
し
ま
す
。

一
全
腎
協
と
連
携

は
提
供
す
る
が
、
保
険
診
療
の
範
囲
を
縮

　

１
し
て
の
活
動

小
す
る
の
で
、
後
は
、
民
間
の
保
険
を
使

　
　
　

。

う
な
ど
、
「
自
助
努
力
」
「
自
己
責
任
」
で
補

い
な
さ
い
と
、
い
わ
ゆ
る
「
混
合
診
療
」
を

導
入
す
る
方
針
で
す
。
い
ま
恪
差
社
会
と

貧
困
の
広
が
り
が
大
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
お
金
の
払
え
な
い
人
は
公
的
医
療
か

ら
排
除
さ
れ
『
所
得
の
格
差
』
が
’
命
の
格
差
」

に
直
結
す
る
社
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
・
つ
な
背
景
の
中
で
、
全
国
の
患

者
会
が
猛
反
対
し
て
、
全
国
各
地
域
で
抗

議
の
デ
モ
行
進
・
座
り
込
み
・
反
対
集
会
・

１

第
3
5
次
全
腎
協
国
会
請
願

署
名
募
金
活
動

　

第
3
5
次
国
会
請
願
は
平
成
1
8
年
３
月
2
3

日
困
、
道
腎
協
か
ら
北
征
子
運
営
委
員
（
小

樽
）
・
杉
本
竹
山
氏
（
三
笠
）
・
栗
山
尚
倫

全
腎
協
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
理
事
（
釧

路
）
の
３
名
が
参
加
し
て
、
本
道
選
出
の

衆
参
両
院
議
員
に
『
腎
疾
患
総
合
対
策
の

早
期
確
立
』
を
訴
え
ま
し
た
。

　

請
願
の
紹
介
議
員
に
な
っ
て
戴
い
た
方
々

は
、
石
崎
岳
氏
（
自
民
）
∴
べ
井
辨
雄
氏
（
民

主
）
・
金
田
誠
。
氏
（
民
主
）
小
平
忠
正
氏

　

（
民
ｈ
）
・
紙
智
子
氏
（
共
産
）
の
５
議
員

で
す
。
こ
の
請
願
は
採
択
さ
れ
れ
ば
、
直

接
内
閣
に
答
申
さ
れ
検
討
さ
れ
る
大
変
重

要
な
も
の
で
す
。
私
た
ち
患
者
会
活
動
の

原
点
と
し
て
全
腎
協
発
足
以
来
毎
年
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

●
署
名
数

　
　
　
　

４
３
、
７
７
５
筆

　

●
募
金
額

　

１
、
8
9
6
.
6
7
2
円

閲

　

医
療
福
祉
に
関
す
る
全
国
的

　
　

な
問
題
に
対
し
て
、
全
腎
協

　
　

と
共
に
活
動

①

　

「
障
客
者
自
立
支
援
法
案
」
に
つ
い

　

て
の
活
動

　

平
成
1
7
年
６
月
1
6
日
閑
、
国
会
議
員
会

館
前
で
の
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
反
対

の
座
り
込
み
に
冷
た
い
梅
雨
の
中
、
川
村

隆
志
会
長
・
小
平
敬
明
幹
事
（
旭
川
）
の

２
名
が
出
席
し
全
国
各
地
か
ら
患
者
・
障

害
者
３
０
０
名
が
集
合
し
ま
し
た
。
ま
た
、

７
月
５
‐
閥
の
同
法
案
反
対
「
７
・
５
緊

急
行
動
」
の
日
比
谷
公
園
か
ら
国
会
迄
の

２
㎞
の
抗
議
デ
モ
行
進
に
は
、
掛
札
聖
副

会
長
（
釧
路
）
・
近
江
谷
守
運
営
委
員
（
旭

川
）
・
栗
山
尚
倫
全
腎
協
北
海
逆
ブ
ロ
ッ
ク

担
当
理
事
（
釧
路
）
の
３
名
が
。
3
0
度
の

気
温
の
中
、
全
国
6
9
団
体
約
１
１
。
０
０

０
人
の
患
者
家
族
と
共
に
行
進
し
ま
し
た
。

　

道
腎
協
で
は
、
平
成
1
7
年
４
月
2
2
‐
１

と
７
月
６
日
困
に
同
法
案
反
対
要
請
書
を
、

衆
・
参
両
院
の
厚
生
労
働
委
員
6
8
名
に
送

付
し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
役
員
に
同
法
案

反
対
要
望
を
出
す
よ
う
に
要
請
、
全
会
員

に
も
二
要
望
書
提
出
お
願
い
の
号
外
を
”
ど

う
じ
ん
臨
時
号
”
と
し
て
出
し
ま
し
た
。

　

道
議
会
で
も
「
障
害
者
施
策
の
充
実
を

　
　

一

求
め
る
」
と
と
も
に
よ
り
良
い
制
度
の
構

　

３

築
に
改
鈴
を
尽
く
す
よ
う
強
く
要
望
す
る

　
　

一

と
い
う
意
見
書
を
道
議
会
議
長
名
で
内
閣

総
理
人
臣
・
厚
生
労
働
大
臣
宛
に
出
し
て

戴
き
ま
し
た
。
平
成
1
7
年
８
月
８
日
の
衆

議
院
解
散
に
て
一
旦
は
廃
案
に
な
り
ま
し

た
が
、
総
選
挙
後
の
国
会
に
再
度
提
案
さ

れ
、
患
者
団
体
の
様
々
な
反
対
活
動
の
中
、

平
成
１
７
年
1
0
月
3
1
日
に
成
立
し
て
、
本
年

４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
事
に
な
り
ま

し
た
。

②

　

『
安
心
し
て
透
析
を
受
け
ら
れ
る
医

　

療
制
度
改
革
を
求
め
る
』
国
会
請
願
署

　

名
活
動

　

平
成
1
8
年
２
月
2
3
日
㈲
、
全
国
か
ら
約
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地域名

　　　■!i望1厖1召E2ｰ望皿Sli47ag漣管・　　　ヽ’g･；l　i ・sfciF:

全　　腎　　協　　　　　　　　　　日本難病・疾病団体協議会　　　　Ｑ｡ヽ､I.T-Atfrfr*ﾄをi、
署　　名 募　　金 署　　名 募　　金 れる医療制度改革を求

める鯛願書署名数平成16年度 平成17年度 平成16年度 平成17年度 早成16年度 平成17年度 平成16年度 平成17年度

旭　川 4.580 4.040 152.000 82.500 2.190 I .690 － － 1,233
岩見沢 572 ９１１ 31.000 17 400 401 384 12.400 15.700 285
浦　河 382 863 20.000 75.600 402 494 ０ ０ 276
江　別 494 711 20.600 24.000 320 411 ０ ０ 247
小　梅 5.441 5.382 200.000 200、000 2.390 2.470 17.600 29.60《〕 1.310
オホーツク 840 850 ０ 11.000 270 441 ０ ０ 216
北　竟 652 828 7.500 IB.550 441 590 10.500 11.550 347
釧　路 4 868 2.680 67 200 49.560 2.300 2.790 18.800 11.770 1.226
札　幌 14.506 13.253 671.862 660.600 12.881 12 016 110.829 58.993 4,030
静　内 310 230 18.000 14.000 140 110 ０ ０ 67
滝　川 353 285 40.000 19.000 214 194 S.100 6.000 143
伊　追 422 ４５０ 14.000 16.050 439 367 2.000 3.000 307
千　癩 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
遍　帛 2.651 2.154 100.000 57.000 － － － － 771
十　● 3 269 3.095 254.500 200 000 1.985 2.334 2.636 ０ 1.165
苫小牧 2 862 2,870 246.000 216,800 1.800 1.510 21.700 12.100 ９１０
檀　宣 486 400 ０ ０ 209 200 ０ ０ 140
深　川 78 81 5.000 8.200 81 81 1.200 ０ 50
宣　繭 1.117 1,Z97 70.000 50.400 ０ ０ ０ ０ ６７４
紋　別 636 557 41.000 32.000 ０ ０ ０ ０ ０
夕　彊 310 330 30.100 32.350 230 190 18.900 9 300 85
留　萌 622 746 37.500 44.000 581 492 500 ０ 245
稚　内 220 184 ０ ０ 214 176 ０ ０ ０
士　別 140 280 3.000 ０ 100 170 ０ ０ 76
三　笠 106 141 15.000 13 000 28 65 ０ ０ 88
富良野 88 234 1.000 25 460 82 ２１０ I .000 8.030 156
小清水 690 740 ０ 10.202 699 380 ０ 1.000 190
名　寄 75 183 3.000 14.000 ０ 80 ０ ０ １０８
個　人 5 000
合　計 46.770 43.775 2.048.262 1 896 672 28.397 27.845 225.165 167.043 14.345

－は地元雛病達支部に納入

「募金配分割合」全腎協：地域腎友会50％、遭腎協35%.全腎協１５％

　　　　　　　　

ＪＰＡ募金：遭難病達50％、J PA30%、道腎紹20％、

１
２
０
名
が
参
加
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

北
海
道
は
１
４
、
３
１
５
筆
の
署
名
が
集

め
ら
れ
、
掛
札
聖
副
会
長
（
釧
路
）
・
栗
山

尚
倫
全
腎
協
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
理
事

　

（
釧
路
）
が
ご
二
井
辨
雄
（
民
主
）
・
風
間

昶
（
公
明
）
・
紙
智
子
（
共
産
）
議
員
の
３

氏
に
紹
介
議
員
に
な
っ
て
頂
く
よ
う
に
お

願
い
致
し
ま
し
た
。

③

　

平
成
1
8
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い

　

て
の
活
動

　

平
成
1
8
年
度
診
療
報
酬
改
訂
に
つ
い
て

の
要
望
書
を
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会

　

（
中
医
協
）
委
員
1
6
名
と
、
厚
生
労
働
省

保
険
局
医
療
課
宛
に
、
道
腎
協
・
地
域
腎

友
会
・
道
腎
協
役
員
か
ら
送
付
し
ま
し
た
。

④

　

2
0
0
5
年
全
腎
協
全
国
大
会

　

平
成
1
7
年
５
月
2
2
日
間
、
水
の
都
新
潟

市
の
『
朱
鷲
メ
ッ
セ
』
に
全
国
か
ら
1
.

2
0
0
名
の
会
員
・
家
族
の
出
席
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
３
名
の
患
者
さ
ん
か
ら
働

く
喜
び
・
移
植
の
普
及
・
結
婚
に
対
す
る

訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。
北
海
道
か
ら
は
、

近
江
谷
守
運
営
委
員
（
旭
川
）
を
含
む
合

計
５
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

⑤

　

全
腎
協
役
員
研
修
会
課
題
別
会
議

　

平
成
1
7
年
７
月
１
日
（
上
）
。
２
日
（
日
）

大
阪
府
吹
田
市
ホ
テ
ル
阪
急
エ
キ
ス
ポ
パ
ー

ク
に
於
い
て
4
1
都
道
府
県
か
ら
9
6
人
の
参

加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
テ
ー
マ
『
患
者
運
動
と
社
会
保
障

制
度
の
基
礎
を
学
ぶ
』
。
第
２
テ
ー
マ
「
こ

れ
か
ら
の
社
会
保
障
を
考
え
る
」
と
課
題
別

に
実
施
さ
れ
、
道
腎
協
よ
り
川
村
隆
志
会

長
、
三
上
留
美
子
会
計
が
出
席
し
ま
し
た
。

⑥

　

全
腎
協
全
国
青
年
交
流
研
修
会

　

平
成
1
7
年
８
月
2
7
日
出
、
2
8
日
間
全
腎

協
青
年
交
流
研
修
会
が
東
京
・
人
森
東
急

イ
ン
で
開
催
さ
れ
。
全
国
4
2
都
道
府
県
か

ら
9
3
名
が
集
り
、
道
腎
協
青
年
部
か
ら
は

阿
部
純
一
部
長
（
士
別
）
・
畑
康
久
氏
（
札

幌
）
の
２
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
７
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
別
れ
、
透
析
室
・
家
族
で
の

出
来
事
な
ど
を
演
劇
に
し
て
、
研
修
し
ま

し
た
。

⑦

　

第
2
8
回
全
腎
協
通
常
総
会

　

平
成
1
7
年
1
0
月
2
2
日
田
、
2
3
日
間
東
京

大
森
東
急
イ
ン
で
、
全
国
か
ら
役
員
6
3
名
、

傍
聴
人
５
名
。
事
務
局
６
名
の
出
席
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
道
腎
協
か
ら
は
掛
札
聖

正
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
組
織
強
化
、

杜
会
保
障
制
度
対
策
等
の
取
り
組
み
が
論

議
さ
れ
ま
し
た
。

⑧

　

第
2
9
回
全
腎
協
通
常
総
会

　

平
成
1
8
年
３
月
1
8
日
田
･
―
t
9
日
剛
東
京

大
森
東
急
イ
ン
で
、
全
国
か
ら
役
員
6
8
名
、

傍
聴
人
６
名
。
事
務
局
６
名
の
出
席
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
道
腎
協
か
ら
は
、
掛
札

聖
正
会
員
が
参
加
し
社
会
保
障
。
医
療
保

－４－



険
制
度
、
診
療
報
酬
改
定
、
組
織
強
化
の

取
り
組
み
、
平
成
1
8
年
度
事
業
方
針
等
が

論
議
さ
れ
ま
し
た
。

31

第
2
5
回
腎
提
供
者
拡
大

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

平
成
９
年
1
0
月
の
「
臓
器
移
植
法
」
施

行
か
ら
８
年
が
経
ち
、
毎
年
m
3
月
を
国
が

瞰
器
移
植
推
進
月
間
に
定
め
て
い
ま
す
。

北
海
道
の
平
成
1
7
年
の
献
腎
移
植
は
1
4
名

で
す
。

　

北
海
道
で
は
季
節
柄
。
全
国
に
先
駆
け
、

平
成
1
7
年
９
月
2
5
日
剛
と
そ
の
他
各
地
の

健
康
ま
つ
り
等
に
協
賛
し
全
道
2
4
ヶ
所
で

患
者
・
家
族
・
医
療
ス
タ
ッ
フ
・
行
政
・

各
種
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
等
、
約
３
２
０

名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
無
料
健
康

相
談
・
血
圧
測
定
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
意

協
役
員
８
名
の
出
席
で
、
高
橘
は
る
み

道
知
事
に
提
出
し
て
い
た
「
腎
疾
患
総

合
対
策
の
早
期
確
立
に
対
す
る
要
望
書
」

の
６
項
目
の
要
望
に
つ
い
て
。
意
見
交

換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

［
濃
團
愚

入
院
時
に
「
臓
器
提
供
意
思
表

示
カ
ー
ド
」
所
持
の
確
認
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
現

在
、
院
内
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
っ
い
て
は
。
2
0
名
に
対

し
て
委
嘱
し
て
い
ま
す
が
今
後

増
員
し
て
い
く
予
定
で
す
。

①

　

マ
ル
障
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

　

④

　

通
院
交
通
費
助
成
に
つ
い
て

施
策
つ
い
て

回
答
一

　

マ
ル
障
見
直
し
の
自
己
負
担

　
　
　

実
態
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、

　
　
　

生
活
習
慣
病
や
そ
の
八
口
併
症
が

　
　
　

多
く
見
ら
れ
一
人
平
均
月
額
２

　
　
　

７
、
８
２
４
円
の
負
担
と
い
う

　
　
　

状
・
況
で
す
。
道
と
し
て
は
障
害

　
　
　

者
の
地
域
生
活
と
社
会
参
加
を

　
　
　

支
え
た
支
援
の
充
実
に
取
り
組

　
　
　

ん
で
い
き
ま
す
。

思
表
示
カ
ー
ド
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
②

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
負
担
緩
和
策

風
船
等
、
街
行
く
人
に
配
布
し
、
各
地
域

　
　

に
つ
い
て

腎
友
会
の
特
色
を
生
か
し
献
腎
へ
の
理
解

と
協
力
を
訴
え
ま
し
た
。

-

　　

２

･･ZS亀ま●.-χ-Wχ7

道
内
活
動
の

取
り
組
み

山

　

平
成
1
8
年
２
月
９
‐
困
、
道
庁
会
議

　

室
に
於
い
て
道
関
係
部
課
７
名
．
道
腎

回
答
｛

　

国
で
は
所
得
に
応
じ
た
負
担

　
　
　

上
限
額
を
決
め
る
事
か
ら
。
道

　
　
　

と
し
て
は
利
用
者
負
担
な
ど
の

　
　
　

周
知
に
努
め
必
要
に
応
じ
て
国

　

回
答
一

　

重
度
障
害
者
タ
ク
シ
ー
料
金

　
　
　
　

補
助
事
業
を
設
け
事
業
を
行
う

　
　
　
　

市
町
村
に
対
し
、
助
成
す
る
た

　
　
　
　

め
の
、
平
成
1
8
年
度
予
算
の
確

　
　
　
　

保
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

　
　
　
　

す
。

　
　
　
　
　

市
町
村
合
併
な
ど
助
成
の
実

　
　
　
　

態
を
踏
ま
え
、
見
直
し
に
取
り

　
　
　
　

組
み
ま
す
。

⑤

　

現
行
『
要
支
援
・
要
介
護
１
』
の
透

　

析
患
者
に
つ
い
て
改
訂
後
の
介
護
保
険

　

で
も
適
正
に
判
断
し
て
頂
き
た
い
。

　

回
答
｛

　

道
と
し
て
は
、
要
介
護
認
定

　
　
　
　

が
公
平
・
公
正
な
も
の
と
な
る

　
　
　
　

よ
う
、
市
町
村
に
適
切
な
助
言

　
　
　
　

を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

へ
の
働
き
か
け
な
ど
の
対
応
を

　

⑥

　

要
支
援
者
に
も
通
院
介
助
が
出
来
る

　
　
　
　

し
ま
す
。

③

　

腎
臓
移
植
推
進
普
及
活
動
に
つ
い
て

　

回
答
一

　

現
在
、
関
係
団
体
や
い
く
っ

　
　
　
　

か
の
公
的
医
療
機
関
に
お
い
て

さ
れ
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の

内
容
を
踏
ま
え
て
適
切
に
対
応

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見
、
要
望
に

つ
い
て
は
機
会
が
あ
る
度
に
国

に
伝
え
て
い
ま
す
。
特
に
低
所

得
者
へ
の
取
り
扱
い
に
関
し
て

は
、
強
く
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

閲

　

Ｊ
Ｒ
運
賃
の
距
離
制
限
を

　
　

な
く
す
る
活
動

　

平
成
1
8
年
２
月
1
4
日
叫
に
、
川
村
会
長
・

北
征
子
運
営
委
員
（
小
樽
）
の
２
名
で
、

Ｊ
Ｒ
北
海
道
本
社
に
要
望
書
を
提
出
し
て

来
ま
し
た
。
後
日
、
回
答
を
戴
き
ま
し
た

が
、
や
は
り
道
腎
協
単
独
で
は
、
難
し
く
、

全
腎
協
と
連
携
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

閣

　

透
析
施
設
の
地
域
偏
在
差
を

　
　

な
く
す
る
活
動

　

今
年
度
は
特
に
各
地
域
か
ら
要
請
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
1
8
年
４
月
か

ら
の
診
療
報
酬
改
訂
の
夜
間
透
析
加
算
減

額
で
。
要
謂
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

Ｉ
’

回
答
｝

　

要
支
援
者
は
通
院
介
助
の
対

　

ほ
‥

道
腎
協
青
年
部
の
活
動

象
に
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

　

■

　

平
成
1
7
年
８
月
<
ｓ
　
　
日
出
、
刀
一
日
向
に

道
と
し
て
は
今
後
、
国
か
ら
示

　
　

わ
た
っ
て
『
第
７
回
道
腎
協
青
年
部
交

-５－



　

流
会
」
を
１
　
富
良
野
口
の
出
キ
ャ
ン
プ

　

場
内
コ
テ
ー
ジ
そ
の
他
で
、
1
0
名
の
出

　

席
者
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　

夕
食
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
て
、
そ

　

の
後
は
青
年
部
活
動
の
会
議
を
し
、
会

　

議
終
了
後
は
夜
更
け
ま
で
自
由
時
間
を

　

過
ご
し
ま
し
た
。

■

　

平
成
1
8
年
１
月
2
1
日
田
、
2
2
口
向
に

　

わ
た
っ
て
『
第
８
回
道
腎
協
青
年
部
交

　

流
会
』
を
札
幌
市
内
に
あ
る
道
難
病
セ

　

ン
タ
ー
に
全
道
か
ら
1
3
名
が
出
席
し
て

　

宿
泊
、
炊
事
施
設
を
借
り
て
夕
食
に
カ

　

レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

　

来
年
度
の
青
年
部
活
動
計
画
等
の
会
議

　

を
行
い
ま
し
た
。

　
　

蜀
方
　
　
日
は
、
札
幌
市
の
防
災
セ
ン
タ
ー

　

に
て
、
第
８
回
交
流
会
主
目
的
の
災
害

　

緊
急
時
の
対
処
方
等
を
体
験
学
習
し
ま

　

し
た
。

■

　

道
腎
協
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
や
役
員
研
修

　

会
の
参
加
、
地
域
の
腎
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

ム
大
会
）

　

平
成
1
7
年
８
月
６
日
出
。
７
口
間
道
難

病
連
第
3
2
回
全
道
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

８
月
６
日
は
略
称
『
い
っ
し
よ
に
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
応
援
集
会
』
と
題
し
て
、
札
幌

ド
ー
ム
に
於
い
て
全
道
集
会
を
開
き
、
そ

の
後
。
ブ
ロ
野
球
の
試
合
を
８
５
３
名
が

観
戦
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
午
後
６
時
か
ら
ア
パ
ホ
テ
ル
＆

リ
ゾ
ー
ト
札
幌
に
於
い
て
、
来
賓
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
含
め
４
０
６
名
の
出
席
で
記

念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

②

　

日
本
難
病
・
疾
病
団
体
協
議
会
（
Ｊ

　

Ｐ
Ａ
）
国
会
臍
願
署
名
・
募
金
活
動

　

こ
の
請
願
は
平
成
1
8
年
５
月
2
9
日
側
実

施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
　

署
名
数

　
　

２
７
、
８
４
５
筆

　
　

募

　

金

　

１
６
７
。
０
４
３
円

㈲

　

他
団
体
と
の
連
携
に
つ
い
て

の
お
手
伝
い
な
ど
、
積
極
的
に
活
動
し

　

①

　

国
民
医
療
推
進
協
議
会
「
国
民
皆
保

ま
し
た
。

５

道
難
病
連
と
の
連
携
を
強

め
、
日
本
難
病
・
疾
病
団

体
協
議
会
（
Ｊ
Ｐ
Ａ
）
の

国
会
請
願
署
名
募
金
活
動

①
北
海
道
難
病
連
全
道
集
会
（
札
幌
ド
ー

　

険
制
度
を
守
る
」
国
会
請
願
署
名

　
　

２
、
８
２
３
筆
を
集
め
協
力
し
ま
し

　

た
。

②

　

全
道
各
地
の
医
療
改
悪
反
対
の
市
民

　

集
会
に
積
極
的
に
出
席
、
発
言
を
し
ま

　

し
た
。

３

組
織
・
財
政
・
広
報

活
動
に
つ
い
て

田

　

組
織
強
化
と
会
員
６
、
○
○
○

　
　
　

名
と
す
る
こ
と
を
目
標
。

　

会
員
数
は
平
成
1
6
年
度
末
で
４
、
６
２

８
名
で
し
た
が
、
平
成
1
7
年
度
末
で
２
１

６
名
減
少
し
て
４
、
４
１
２
名
に
な
り
ま

し
た
。
未
加
入
の
患
者
さ
ん
に
は
分
り
や

す
く
、
こ
れ
か
ら
の
医
療
制
度
改
悪
に
よ

る
医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担
、
保
険
料
引

き
上
げ
、
短
期
間
で
の
病
院
追
い
出
し
、

保
険
診
療
の
範
囲
の
抑
制
な
ど
、
黙
っ
て

い
る
と
次
か
ら
次
へ
と
医
療
を
受
け
る
権

利
が
制
限
さ
れ
て
い
く
と
お
話
し
し
て
入

会
し
て
も
ら
う
の
も
人
切
で
す
。
全
国
的

に
も
患
者
会
へ
の
無
閔
心
が
増
え
て
い
ま

す
の
で
、
現
在
私
た
ち
の
お
か
れ
て
い
る

立
場
を
常
に
Ｐ
Ｒ
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
平
成
1
7
年
1
0
月
2
9
日
叫
札
幌

パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、
北
海
道
透
析

医
会
前
会
長

　

今
忠
正
先
生
・
札
幌
透
析

医
会
会
長

　

中
野
幸
雄
先
生
・
北
海
道
臨

床
工
学
技
士
会
会
長

　

真
下
泰
氏
と
道
腎

協
か
ら
は
、
川
村
隆
志
会
長
・
柳
沼
正
一

副
会
長
・
堀
井
和
彦
事
務
局
長
が
出
席
し

て
、
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
道
腎
協

の
会
員
組
織
率
を
説
明
し
て
。
施
設
訪
問

や
患
者
会
に
対
し
て
ご
理
解
：
こ
協
力
を

お
願
い
し
ま
し
た
所
、
快
諾
し
て
戴
き
ま

し
た
。

　

今
年
度
も
Ｐ
Ｒ
版
は
配
布
し
ま
し
た
が
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
ま
た
、
地
域
腎
友
会
で
の
医
療
講

演
会
や
学
習
会
の
講
師
派
遣
等
に
対
し
、

助
成
金
を
出
し
ま
し
た
。

２

第
2
8
回
道
腎
協
定
期
総
会

旭
川
大
会

　

平
成
1
7
年
５
月
2
9
日
剛
、
旭
川
市
大
雪

ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル
に
於
い
て
来
賓
４
名
。

全
道
各
地
よ
り
会
員
家
族
１
４
０
名
の
出

席
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
1
0
時
よ
り
始
ま
り
、
逝
去
さ
れ
た

仲
間
に
黙
祷
を
捧
げ
、
川
村
会
長
と
来
賓

の
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
一
連
の
議
題
が

提
案
・
承
認
さ
れ
総
会
は
無
事
終
了
し
ま

し
た
。
午
後
１
時
よ
り
、
医
療
講
演
「
腎

臓
移
植
の
Ｑ
＆
Ａ
」
と
題
し
て
、
市
立
旭

川
病
院
泌
尿
器
科
診
療
部
長

　

金
川
匡
一

先
生
を
講
師
に
招
き
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
‐
2
8
日
田
は
、
旭
川
の
奥
座

敷
層
雲
峡
温
泉
ホ
テ
ル
大
雪
に
於
い
て
、

交
流
会
が
7
4
名
の
出
席
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

旭
山
動
物
園
の
ツ
ア
ー
や
ホ
テ
ル
の
送

－６-



迎
、
交
流
会
開
催
に
旭
川
地
方
腎
友
会
の

皆
様
に
全
面
的
に
協
力
し
て
戴
き
ま
し
た
。

図

　

運
営
会
議
、
「
’
ロ
ッ
ク
会
議

　
　
　

の
充
実

①

　

平
成
1
7
年
度
第
１
回
運
営
会
議

　

平
成
1
7
年
６
月
2
5
日
剛
、
2
6
ロ
回
ホ
テ

ル
札
幌
会
館
に
於
い
て
1
0
名
の
出
席
で
開

催
し
、
「
障
害
者
自
立
法
案
」
、
平
成
一
‥
‥
年

度
活
動
方
針
の
具
体
化
に
っ
い
て
、
討
議

さ
れ
ま
し
た
。

②

　

平
成
１
７
年
度
第
２
回
運
営
会
議

　

平
成
1
7
年
９
月
1
7
日
出
■
―
I
8
日
剛
ホ
テ

ル
札
幌
会
館
に
於
い
て
、
1
1
名
の
出
席
で

開
催
し
ま
し
た
。
「
自
立
支
援
法
案
」
へ
の

対
応
、
道
と
の
意
見
交
換
会
、
街
頭
腎
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
等
が
論
議
さ
れ
ま
し
た
。

③

　

平
成
1
7
年
度
第
３
回
運
営
会
議

　

平
成
1
8
年
２
月
1
8
日
田
T
―
<
9
日
間
北
海

道
難
病
セ
ン
タ
ー
於
い
て
1
1
名
の
出
席
で

開
催
し
ま
し
た
。
平
成
1
8
年
度
４
月
の
診

療
報
酬
改
訂
へ
の
対
応
報
告
、
道
と
の
意

見
交
換
会
報
告
、
平
成
1
8
年
度
活
動
方
針

　

（
案
）
。
に
つ
い
て
論
議
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
、
1
8
日
田
は
午
後
５
時
か
ら
１
時
間
、

本
年
４
月
か
ら
実
施
の
「
自
立
支
援
医
療
」

に
っ
い
て
道
障
害
者
保
健
福
祉
課

　

東
方

主
幹
他
１
名
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

④

　

平
成
１
７
年
度
第
４
回
運
営
会
議

　

平
成
1
8
年
３
月
Ｈ
一
日
出
I
―
I
2
口
向
札
幌

の
ホ
テ
ル
ユ
ニ
オ
ン
に
於
い
て
、
1
2
名
の

出
席
で
開
催
し
ま
し
た
。
第
2
9
回
道
腎
協

定
期
総
会
議
案
、
道
腎
協
組
織
見
直
し
、

医
療
制
度
改
革
、
平
成
1
8
年
２
月
2
3
日
閑
、

全
腎
協
『
安
心
し
て
透
析
を
受
け
ら
れ
る

医
療
制
度
改
革
を
求
め
る
』
国
会
請
願
報

告
、
道
腎
協
3
0
周
年
記
念
事
業
な
ど
に
つ

い
て
論
議
さ
れ
ま
し
た
。

⑤
第
5
8
回
全
腎
協
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　

平
成
1
7
年
４
‐
刀
1
6
日
田
、
一
‥
‥
い
日
向
ホ
テ

ル
札
幌
会
館
に
於
い
て
、
役
員
・
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
等
2
9
名
の
出
席
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

各
地
域
腎
友
会
活
動
報
告
、
第
2
6
回
全

腎
協
通
常
総
会
報
告
、
第
3
4
次
国
会
請
願

報
告
、
第
2
8
回
道
腎
協
定
期
総
会
議
案
書

に
つ
い
て
、
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

　

道
と
の
第
４
回
目
の
意
見
交
換
会
は
、

日
程
調
整
が
っ
か
ず
、
実
現
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
５
項
目
の
要
望
事
項
に
対
す

る
書
面
回
答
に
つ
い
て
討
議
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
マ
ル
障
、
更
生
医
療
制
度
に

対
す
る
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
も
検
討
さ

れ
ま
し
た
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
全
体
を
通
し
て
、
活
発

な
発
言
が
あ
り
、
特
に
平
成
1
6
年
度
活
動

報
告
や
、
マ
ル
障
活
動
に
対
す
る
厳
し
い

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

⑥
第
5
9
回
全
腎
協
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　

平
成
1
7
年
1
0
月
1
5
日
田
1
-
･
6
日
口
の
両

日
、
ホ
テ
ル
札
幌
会
館
に
於
い
て
、
役
員
・

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
等
、
1
6
日
剛
の
役
員
研
修

会
に
、
合
わ
せ
て
4
3
名
の
出
席
に
よ
り
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
腎
友
会
活
動
報
告
、

平
成
1
7
午
度
第
１
・
２
回
運
営
会
議
報
告
、

　

「
障
害
者
自
立
支
援
法
案
」
の
活
動
、
道

と
の
意
見
交
換
会
の
内
容
な
ど
が
論
離
さ

れ
ま
し
た
。

㈲

　

医
療
講
演
会
・
役
員
研
修
会

　
　

の
開
催

」
医
療
講
演
会

①

　

平
成
1
7
年
５
月
2
9
日
間
、
定
期
総
会

　

後
、
午
後
１
時
よ
り
、
医
療
講
演
「
腎

　

臓
移
植
の
Ｑ
＆
Ａ
」
と
題
し
て
、
市
立

　

旭
川
病
院
泌
尿
器
科
診
療
部
長

　

金
川

　

匡
一
先
生
を
講
師
に
招
き
、
１
４
０
名

　

の
出
席
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
近
の
免

　

疫
抑
制
剤
や
移
植
状
況
な
ど
多
岐
に
わ

　

た
る
お
話
で
し
た
。

②

　

平
成
1
7
年
８
月
７
日
凹
道
難
病
連

　

全
道
集
会
で
の
道
腎
協
の
分
科
会
で
は

　

医
療
講
演
が
「
災
害
に
負
け
な
い
私
た

　

ち
～
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
～
」
と

　

題
し
て
、
北
海
道
透
析
療
法
｛
又
Ｅ
会
長
・

　

札
幌
北
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

　

大
平
整
爾

　

先
生
を
講
師
に
招
き
。
9
6
名
の
出
席
で

　

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　

全
国
的
に
災
害
が
多
い
中
。
透
析
医

　

療
に
対
す
る
北
海
道
透
析
医
会
の
マ
ニ
ュ

　

ア
ル
や
災
害
時
の
患
者
の
行
動
な
ど
、

　

大
変
勉
強
に
な
る
お
話
で
し
た
。

■
役
員
研
修
会

　

平
成
1
7
年
1
0
月
1
6
日
叫
「
社
会
保
障
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
Ｊ
Ｐ
Ａ
代
表
・
北
海

道
難
病
連

　

代
表
理
事

　

伊
藤
建
雄
氏
を

講
師
に
招
き
4
3
名
の
出
席
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
社
会
保
障
の
始
ま
り
、
日
本
の
医
療

保
険
の
方
向
性
、
民
間
保
険
の
参
入
等
、

私
た
ち
患
者
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
が
分

り
や
す
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

閣

　

腎
移
植
基
金
の
た
め
、
募
金

　
　

箱
活
動
を
進
め
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
募
金
活
動
を
実
施
し
、
北
海

道
腎
臓
バ
ン
ク
に
全
額
寄
附
し
ま
し
た
。

閣

　

機
関
誌
。
ど
う
じ
ん
”
（
議
案

　
　

喬
含
む
）
の
年
５
回
の
発
行

　
　

と
「
今
月
の
情
報
」
を
役
員
に

　
　

発
行
し
ま
し
た
。

　

平
成
一
‥
Ｅ
年
度
は
障
害
者
自
立
支
援
法
案
、

公
費
医
療
制
度
、
診
療
報
酬
改
訂
へ
の
活

動
等
の
内
容
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
掲
載
す
る

た
め
に
苦
労
し
ま
し
た
。
ま
た
、
刻
々
と

動
い
て
い
く
医
療
制
度
を
伝
え
る
た
め
、

役
員
に
は
、
全
腎
協
医
療
通
信
を
即
日
配

布
し
ま
し
た
。
ま
た
、
″
ど
う
じ
ん
″
に
広

告
を
掲
載
し
て
財
政
に
も
貢
献
し
ま
し
た
。

７



(収入の部)

平成17年度一般会計決算報告
自

至
平成17年４月１日
平成18年３月31日

科　　　　　目 予算額 決算額 ％ 備　　　　　　　考

会　　　　　　　費

会　費　未　納　分

配　分　交　付　金

寄　　　附　　　金

物　品　販　売　益

広　　　告　　　料

雑　　　収　　　入

19,320,000

　　50.000

　　591,500

　　50.000

　　30,000

　　300,000

　　50,000

18,541,250

　　23,100

　　591,500

　　566.000

　　209,564

　　440.000

　　103,823

　96.1

　46.2

100.0

146.7

207.6

前年度分

道の助成金

どうじん広告料

運営安定会計繰入金 1.300,000 1,300.000

小　　　　　　　計 21,691,500 21,775.237 100.4

前　期　繰　越　金 542,060 542,060

合　　　　　計 22,233.560 22,317,297 100.4

(支出の部)

科　　　　　目 予算額 決算額 ％ 備　　　　　　　考

会　　　攘　　　費 1.350.000 1.205,177 89.3

運営会議費

役員研修会費

全腎協参加費

難病連参加費

700.000

250,000

200,000

200.000

768,070

198,268

　79,270

159,569

109.7

　79.3

　39.6

　79.8

旅費、会場費６、９．２、３月開催

10月

大会交通費・交流会参加費、他

理事活動費、医療講演・弁当代他

負　　　担　　　金 8.606,900 8.273,150 96.1

加盟分担金

全国会負担金

　　326,900

8,280,000

　326.900

7.946.250

100.0

96.1

難病連

全腎協

事　　　業　　　費 5.650,000 5.002.839 88.5

総　　会　　費

機　関　紙　費

活　　動　　費

青年卸活動費

1,500,000

2,600.000

1,300.000

　250,000

1,351,220

2,278,769

1,195,990

　　176,860

90.1

87.6

92.1

70.7

旭川（議案書含む）

４回発行,今月の情報､ぜんじんきよう他発送

会長活動費､6/16・2/2座りこみ他

交通費・通信費、他

事務局運営費 5,498,976 5,154,586 93.7

通　　信　　費

事務用品費

新聞図書費

交　　通　　費

家　　　　　賃

電　　話　　料

雑　　　　　費

水道光熱費

備　　品　　費

慶　　弔　　費

事務局手当

法定福利費

退職給与引当金

　100,000

　　50,000

　120.000

　240,000

1,008.000

　160,000

　150,000

　210,000

　200,000

　　80,000

3,050.000

　　35,000

　　95,976

　　61.220

　　30,908

　　49,313

　　71,480

1,008,000

　133,647

　144,560

　194,323

　250,960

　　31,924

3,047.475

　　34,800

　　95,976

　61.2

　61.8

　41.1

　29.8

100.0

　83.5

　96.4

　92.5

125.5

　39.9

　99.9

　99.4

100.0

切手他

伝票、領収書、のり、消耗品他

新聞代．国会議員名輝代他

交通費

84,000×12ヶ月

パソコン通信旭

振替他

水道、電気、ガス料金

コピーリース他

供花、弔電

事務局長・事務員・アルバイト

労災保険

勤続14年

予　　　備　　　費 527.684 ０

運営安定会計繰出金 600,000 2,200,000

次　期　繰　越　金 - 481,545

合　　　　　計 22,233,560 22,317,297 100.4

８－



(収入の部)

平成17年度特別会計決算報告

　　

－
自
至
平成17年４月１日
平成18年３月31日

科　　　　　目 予算額 決算額 備　　　　　　　考

北海道ブロック育成費 847.000 847,000 全腎協より

国会請願募金 700.000 703,500

キャンペーン売上金 300,000 260,700 キャンペーン宣材

募　　　金　　　箱 30,000 22,550 腎臓移植基金

雑　　　収　　　入 10 ７

運営安定会計繰入金 500.000 500,000

前　期　繰　越　金 363,311 363.311

合　　　　　計 2,740,321 2,697.068

(支出の郎)

科　　　　　日 予算額 決算額 偏　　　　　　　考

ブロック会議 1,400,000 1.151,177 4.10月開催

用　品　購　入　代 400,000 287,500 キャンペーン宣材

地域患者会組織助成金 300,000 80,000 十勝、小樽、室蘭，苫小牧

移植推進活動費 50,000 5,000

雑　　　　　　　費 50.000 25.536 発送費

通　　　信　　　費 10.000 10.404

腎臓移植基金 30,000 22.550 道腎バンクへ寄附

予　　　備　　　費 200,321 ０

運営安定会計繰出金 300,000 700,000

次　期　繰　越　金 - 414.901

合　　　　　計 2.740,321 2.697.068

ふ
Ｚｇ 計監査報

･.

i二1

　

平成17年度決算書に基づき、関係帳簿、領収書、預金通帳等を厳正に

精査した結果、決算書の通り相違なく、いずれも正確、妥当である事を

報告いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成18年４月４日

会計監査役

会計監査役

野原寿二

福原真理子

俳

俳

･.●●

９



(収入の郎)

平成17年度30周年記念積立金決算報告
自

　

平成17年４月１日
至

　

平成18年３月31日

科　　　　　目 予算額 決算額 備　　　　　　　考

今　期　積　立　金 1,000.000 1.000,000

受　取　利　息 10 27

前　期　繰　越　金 1,000,000 1.000.000

合　　　　　計 2,000.010 2.000.027

(収入の郎)

平成17年度備品積立金決算報告

　　　　　　　　　　　　　　

皇 平成17年４月１日平成18年３月31日

科　　　　　日 予算額 決算額 備　　　　　　　考

今　期　積　立　金 50,000 50,000

受　取　利　，G!、 １ １

前　期　繰　越　金 204,640 204.640

合　　　　　計 254,641 25^.641

(収入の部)

平成17年度運営安定会計決算報告

　　　　　　　　　　　　　　

皇平成17年４月１日平成18年３月31日

科　　　　　日 予算額 決算額 備　　　　　　　考
受　取　利　息 200 257

繰　　　人　　　金 900.000 2,900.000 一般220万､特別70万

前　期　繰　越　金 5.711,651 5.711.651

合　　　　　計 6,611,851 8.611.908
(支出の部)

科　　　　　目 予算額 決算額 備　　　　　　　考

繰　　　出　　　金 2,850,000 2,850.000 一一般130万.特別50万､30周年100万､備品５万
予　　備　　　費 3.761,851

次　期　繰　越　金 - 5,761,908

ｎ　　　　計 6,611.851 8,6H,908

(収入の部)

平成17年度災害義援金決算報告

　　　　　　　　　　　　　　

皇平成17年４月１日平成18年３月3H］
科　　　　　目 予算額 決算額 備　　　　　　　考

受　取　利　息 30 32
前　期　繰　越　金 3,691,296 3,691,296

合　　　　　計 3.691,326 3,691,328

(収入の部)

平成17年度退職給与引当金決算報告

－
自

　

平成17年４月１日
至

　

平成18年３月31日
科　　　　　目 予算額 決算額 備　　　　　　　考

受　取　利　息 10 44
今　期　繰　入　金 95,976 95,976
前　期　繰　越　金 1,056.064 1.056,064
八
C1　　　　　1 ｔ 1,152.050 1,152,084

－ 10－



平
成
1
8
年
度
活
動
方
針
（
案
）

　

平
成
1
7
年
度
の
日
本
経
済
を
振
り
返
っ

て
み
ま
す
と
米
国
・
中
国
経
済
な
ど
の
外

．
需
に
支
え
ら
れ
、
ま
た
内
需
の
設
備
投
資

も
回
復
傾
向
に
あ
り
、
景
気
回
復
が
持
続

す
る
と
い
う
予
測
が
さ
れ
て
い
ま
す
．
企

業
業
績
も
改
両
の
兆
し
を
見
せ
て
は
い
る

も
の
の
ご
．
極
化
の
様
相
を
呈
し
て
お
り
．

経
営
改
革
の
ス
ピ
ー
ド
化
に
拍
車
を
掛
け

て
い
る
状
況
で
す
．
一
方
、
雇
用
の
状
況

は
、
大
手
企
業
を
中
心
に
新
規
採
用
枠
を

拡
大
す
る
動
き
も
あ
る
な
ど
、
雇
用
情
勢

は
回
復
傾
向
に
あ
り
ま
す
．

　

こ
う
し
た
社
会
状
況
下
の
中
で
、
私
た

ち
を
取
り
巻
く
状
況
を
日
｀
ま
す
と
、
本
年

４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
障
害
者
自
立
支
援

法
で
は
、
更
生
医
療
が
『
自
立
支
援
医
療
』

に
見
直
さ
れ
、
応
能
負
抑
か
ら
定
率
負
担

に
移
行
さ
れ
、
ま
た
．
方
で
は
平
成
1
8
年

度
診
療
報
酬
改
定
で
①
慢
性
維
持
透
析
患

者
外
来
医
学
管
理
料
の
引
き
下
げ
②
人
工

腎
瞰
の
夜
間
加
算
及
び
休
日
加
算
の
引
き

分
た
ち
の
立
場
で
意
見
を
明
確
に
Ｌ
張
し

て
い
く
こ
と
で
少
し
で
も
改
悪
を
く
い
止

め
る
こ
と
が
、
人
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

会
員
皆
で
一
致
団
結
し
て
こ
れ
ら
の
問
題

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

１

匹 |
r ･ ･ X I J

全
腎
協
と
連
携

し
て
の
活
動

川

　

第
3
6
次
全
腎
協
国
会
臍
願
署
名
募
金

　

活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　

要
介
護
透
析
患
者
へ
の
医
療
・
福
祉

　

両
面
で
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
、
移

　

送
支
援
な
ど
の
通
院
介
護
保
障
体
制
の

　

確
立
、
腎
不
全
の
予
防
、
移
植
コ
ー
デ
ィ

　

ネ
ー
タ
ー
の
増
員
な
ど
、
『
腎
疾
患
総
合

　

対
策
』
の
早
期
確
立
を
要
望
す
る
活
動

　

で
す
。
今
年
度
も
５
万
人
の
署
名
を
目

　

標
に
進
め
ま
す
。

ド
げ
③
人
工
腎
臓
に
エ
リ
ス
ロ
ポ
エ
チ
ン

　

閉

　

厚
生
労
働
省
の
『
医
療
制
度
構
造
改

製
剤
を
含
め
る
。
こ
の
３
項
目
に
つ
い
て

　
　

革
試
案
』
、
政
府
・
与
党
医
療
改
革
協
礒

見
直
し
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
社
会
保
障

　
　

会
の
『
医
療
制
度
改
革
大
綱
』
に
対
し

制
度
が
後
退
す
る
中
。
我
々
患
者
は
、
自

　
　

て
反
対
の
活
動
を
し
ま
す
。

　

国
は
毎
年
財
政
危
機
を
理
由
に
、
社

会
保
障
。
特
に
医
療
制
度
に
改
革
と
称

し
て
、
様
々
な
臼
己
負
担
を
課
し
て
き

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
れ
ら
の
状
況

に
対
し
て
全
国
の
仲
間
と
連
携
し
て
反

対
活
動
を
進
め
ま
す
。

即

　

臓
器
移
植
推
進
の
た
め
、
全
道
一
斉

　

腎
提
供
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
９
月
2
4

　

日
に
行
い
ま
す
。

　
　

今
後
も
道
か
ら
、
全
道
の
各
病
院
に

　

対
し
て
、
患
者
さ
ん
の
善
意
が
無
駄
に
な

　

ら
な
い
よ
う
に
入
院
の
際
に
、
瞰
器
提
供

　

意
思
表
示
カ
ー
ド
所
持
の
有
無
を
確
認

　

し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
通
達
を
出
し
て

　

下
さ
る
よ
う
に
要
望
し
て
行
き
ま
す
。

　

ま
た
院
内
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
委

　

嘱
増
員
を
重
ね
て
お
願
い
し
て
行
き
ま

　

す
。

２
１

道
内
活
動
の

取
り
組
み

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
事
業

　

（
マ
ル
障
）
と
、
自
立
支
援
医
療
へ
の

自
己
負
担
緩
和
措
置
を
要
望
し
て
行
き

ま
す
。

　

道
は
、
マ
ル
障
実
施
後
の
実
態
調
査

を
行
い
ま
し
た
が
、
具
体
的
な
緩
和
策

は
、
通
院
交
通
費
事
業
の
見
直
し
を
延

長
す
る
と
い
う
事
で
す
。
今
後
も
自
立

支
援
医
療
を
含
め
粘
り
強
く
緩
和
策
を

求
め
て
活
動
し
ま
す
。

口

　

本
道
に
お
け
る
腎
疾
患
総
合
対
策
等

　

の
充
実
を
進
め
ま
す
。

　
　

全
国
的
に
。
長
期
透
析
患
者
や
高
齢

　

者
の
導
入
が
増
え
様
々
な
合
併
症
を
抱

　

え
た
方
の
介
護
問
題
、
通
院
送
迎
問
題

　

は
本
道
の
患
者
も
同
様
な
状
態
で
す
。

　
　

本
年
度
も
透
析
患
者
の
医
療
・
通
院
・

　

介
護
問
題
な
ど
の
解
決
の
為
、
道
と
の

　

意
見
交
換
会
で
様
々
な
要
望
を
し
ま
す
。

　

①

　

Ｊ
Ｒ
運
賃
の
距
離
制
度
を
な
く
す

　
　

る
（
患
者
単
独
で
も
１
０
０
㎞
未
満

　
　

を
半
額
に
す
る
）
運
動
を
進
め
ま
す
。

　
　
　

全
腎
協
や
各
都
府
県
腎
協
と
連
携

　
　

し
な
が
ら
、
国
に
要
望
し
て
い
き
ま

　
　

す
。

　

零

　

本
道
に
お
け
る
要
介
護
患
者
へ
の

　
　

サ
ー
ビ
ス
・
通
院
送
迎
の
拡
充
を
求

　
　

め
ま
す
。

　
　
　

平
成
1
8
年
４
月
か
ら
介
護
保
険
の
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認
定
基
準
や
利
川
料
が
変
わ
り
ま
す
。

　

私
た
ら
患
者
が
不
利
益
に
な
ら
な
い

　

よ
う
に
、
昨
乍
度
同
様
国
や
道
に
対

　

し
て
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

Ｊ

　

本
道
に
お
け
る
通
院
交
通
費
助
成

　

制
度
の
存
続
を
求
め
て
行
き
ま
す
。

　
　

こ
の
通
院
交
通
費
助
成
制
度
は
。

　

利
用
膏
が
殆
ん
ど
い
な
く
、
今
後
は

　

制
度
の
見
直
し
対
象
に
な
っ
て
い
ま

　

す
。
制
度
の
内
容
を
変
え
て
も
存
続

　

の
要
望
を
し
ま
す
。

１
　
。

　

透
析
医
療
体
制
の
充
実
を
求
め
る

　

要
望
を
進
め
ま
す
。

　
　

各
地
城
で
の
透
析
施
設
の
開
設
要

　

望
や
夜
間
透
析
存
続
要
望
に
協
力
し

　

て
い
き
ま
す
、

即

　

青
年
部
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　

道
腎
協
ａ
ｎ
年
部
と
し
て
の
活
動
と
。

　

各
地
域
単
位
の
好
年
部
を
発
足
す
る
よ

　

う
に
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

極
的
に
参
加
し
ま
す
。

３
１

組
織
・
財
政
・
広
報

活
動
に
つ
い
て

　

道
腎
協
組
織
強
化
の
為
、
６
、
Ｏ
Ｏ

Ｏ
名
の
会
員
を
目
標
に
努
力
し
ま
す
。

　

願
い
し
ま
す
。

㈲

　

腎
臓
移
植
基
金
の
為
、
募
金
活
動
を

　

進
め
ま
す
。

　
　

腎
臓
移
植
啓
発
の
意
味
も
含
め
今
年

　

度
も
継
続
し
て
行
き
ま
す
。

　
　

２
ｚ
ｒ
、
８
月
を
回
収
月
と
し
ま
す
。

今
年
度
も
、
新
規
加
人
者
増
の
為
の

　

即

　

機
関
誌
”
ど
う
じ
ん
”
の
年
５
回
（
議

Ｐ
Ｒ
版
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま

す
。

　

ま
た
、
地
域
腎
友
会
へ
の
医
療
講
演

や
研
修
会
で
の
協
力
や
、
組
織
強
化
の

為
、
全
腎
協
の
入
会
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を

利
用
し
て
地
域
に
協
力
し
ま
す
。

　

会
員
拡
人
の
為
、
医
師
・
医
療
ス
タ
ッ

フ
と
の
意
見
交
換
会
を
致
し
ま
す
。

口

　

総
会
・
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
・
運
営
会
議

　

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
　

道
腎
協
組
織
見
直
し
の
た
め
に
、
実

案
書
を
含
む
）
の
発
行
と
役
員
に
「
今

月
の
情
報
」
の
毎
月
発
行
に
努
め
ま
す
。

　

医
療
講
演
会
、
医
療
保
険
制
度
、
公

費
医
療
制
度
、
移
植
医
療
等
の
掲
載
等
、

特
に
医
療
講
演
会
は
講
演
内
容
を
す
べ

て
掲
載
し
て
行
き
ま
す
。
ま
た
、
道
腎

協
・
地
域
患
者
会
の
活
動
状
況
も
会
員

の
皆
様
に
分
り
や
す
く
読
ん
で
頂
け
る

よ
う
努
め
ま
す
。
毎
回
、
”
ど
う
じ
ん
″

の
紙
面
に
相
談
窓
口
情
報
を
掲
載
し
ま

す
。

行
委
貫
会
を
作
り
、
論
議
を
し
て
行
き

　

鼎

　

新
医
療
法
等
、
患
者
に
対
す
る
医
療
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
い
と
思
い
ま
す
。

㈲

　

道
難
病
連
と
の
連
携
を
強
め
、
日
本

　

難
病
・
疾
病
団
体
協
議
会
（
Ｊ
Ｐ
Ａ
）

　

ａ

　

役
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

の
国
会
請
願
署
名
募
金
活
動
な
ど
に
取

　
　
　

例
年
通
り
1
0
月
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の

　

り
組
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
に
実
施
し
ま
す
。

　
　

医
療
制
度
改
悪
に
対
し
て
、
Ｊ
Ｐ
Ａ

　
　
　

後
継
役
員
育
成
の
為
、
地
域
患
者
会

　

関
連
の
署
名
・
募
金
等
に
協
力
し
て
い

　
　

組
織
に
役
員
以
外
で
１
名
の
参
加
助
成

　

き
ま
す
。
道
難
病
連
支
部
活
動
に
も
積

　
　

を
致
し
ま
す
の
で
積
極
的
な
参
加
を
お

福
祉
の
情
報
を
早
く
お
知
ら
せ
す
る
よ

う
に
努
め
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
緊
急
な
情
報
は
機
関
誌

　

ｊ
」
う
じ
ん
”
臨
時
号
を
発
行
し
ま
す
。

へ

総会に参加するＣＡＰＤの患者の皆様へ

控室と加温器を用意しておりますので、ご参加をお待ちし
ております。

t＿－＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ノ
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(収入の郎)

平成18年度予算一般会計(案)

自
至
平成18年４月１日
平成19年３月31日

科　　　　　目 決算額 予算額 構成比 備　　　　　　　考

会　　　　　　　費

会　費　未　納　分

配　分　交　付　金

寄　　　附　　　金

物　品　販　売　益

広　　　告　　　料

雑　　　収　　　人

18.541,250

　　23,100

　　591,500

　　566,000

　　209.564

　　440,000

　　103,823

19,320,000

　　46,200

　　318,000

　　200.000

　　50,000

　　400.000

　　50,000

89.1

　0.2

　1.5

　0.9

　0.2

　1.8

　0.2

4.600名×4.200円

難病連を通じて道からの助成金

物品、本の販売

どうじん広告料

受取利息他

運営安定会計繰入金 1,300,000 1.300,000 ６．１

小　　　　　　　計 21,775.237 21,684,200 100.0

前　期　繰　越　金 542,060 481.545

合　　　　　訃 22,317,297 22,165,745

(支出の部)

科　　　　　日 決算額 予算額 構成比 備　　　　　　　考

会　　　議　　　費 1.205,177 1,470,000 ６．６

運営会議費

役員研修会費

全腎協参加費

難病連参加費

768,070

198,268

　79,270

159.569

800,000

250,000

200,000

220,000

3.6

1.1

0.9

1.0

旅費、会場費、６、９、３、２月

10月

大会（大阪２名）、交流会参加費

全道集会（十勝）、理事活動費旭

負　　　担　　　金 8,273,150 8,439,000 38.1

加盟分担金

全国会負担金

　326,900

7,946,250

　　159,000

8,280,000

　0.7

37.4

難病連へ

4,600名×1,800円（全腎協）

事　　　業　　　費 5,002.839 5,750,000 25.9

総　　会　　費

機　関　紙　費

活　　動　　費

青年部活動費

1.351.220

2.278,769

1,195.990

　176,860

1,300,000

2,600,000

1,600,000

　250, OC〕0

　5.9

11.7

　7.2

　1.1

札幌（議案書含む）

４回発行、今月情報、発送費含む

会長、役員全腎協行動費、他

交流会・勉強会

事務局運営費 5.154,586 5,227.950 23.6

通　　信　　費

事務用品費

新聞図書費

交　　通　　費

家　　　　　賃

電　　話　　料

雑　　　　　費

水道光熱費

備　　品　　費

慶　　弔　　費

事務局手当

法定福利費

退職給与引当金

　　61,220

　　30,908

　　49,313

　　71,480

1.008,000

　133,647

　144,560

　194.323

　250.960

　　31,924

3.047.475

　　34,800

　　95,976

　　50,000

　　30,000

　　60,000

　　80.000

1.008,000

　　150,000

　　150.000

　　200.000

　　250,000

　　80,000

3,050.000

　　36,000

　　83.950

0.2

0.1

0.3

0.4

4.5

0.6

0.6

0.9

1.1

0.4

13.8

　0.2

　0.5

切手代他

領収書、伝票代畦

道新、国会議員名簿，畦

交通費

84,000×12ヶ大丿

電話料、パソコン通信

振り込み料他

水道、電気．ガス料金

コピーリース他

弔電、供花他

事務局長、事務局員、アルバイト

労災保険

勤続15年

予　　　備　　　費 678.795 3.1

運営安定会計繰出金 2,200,000 600.000 ２．７

次　期　噪　越　金 481.545

合　　　　　計 22,317.297 22.165,745 100.0
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(収入の郎)

平成18年度特別会計予算（案）
自
至
平成18年４月１日
平成19年３月31日

科　　　　　目 決算額 予算額 備　　　　　　　考

北海道ブロック育成費 847.000 847.000 全腎協より

国会請願募金 703,500 600,000

キャンペーン売上金 260.700 300.000 キャンペーン宣材

募　　　金　　　箱 22,550 30,000 臓器移植基金

雑　　　収　　　入 ７ ５ 受取利息他

運営安定会計繰入金 500.000 500,000

前　期　繰　越　金 363,311 414,901

合　　　　　計 2,697.068 2,691,906

(支出の部)

科　　　　　目 決算額 予算額 備　　　　　　　考

ブロック会議 1.151,177 1,300.000 4・10月開催

用　品　購　入　代 287,500 30{〕,000 キャンペーン宣材仕入れ

地域患者会組織助成金 80.000 300,000

移植推進活動費 5.000 10,000

雑　　　　　　　費 25,536 30,000 宣材発送費他

通　　　信　　　費 10,404 10,000

臓器移植基金 22,550 30,000 腎臓バンクへ寄付

予　　　備　　　費 ０ 511,906

運営安定会計繰出金 700,000 200,000

次　期　繰　越　金 414,901

合　　　　　計 2,697.068 2.691.906
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規約第６条第２項により会員は文書で意見を述べることがで

きます。活動方針案等に対し、ご意見のある方はご意見を書い

てお送りください。

(送付先:〒001-0017札幌市北区北17条西２丁目2 －38

　　　　　　　　　　　　　

サザンアベニュー北大101道腎協)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

５月22日必着

コ..「_，う:･」Iで1，112.･T_.，7」.うこ,:i丿.IこJqご」’２;ｑ二，「’1」.J .･で2..町」」･で!，rＣ」1でa』゛・」’i！Ｊrこ1二2JII!yi」,yこ;Ｑ.･iこ;”し..「ご」こ．でJq二.･l!Jq_」’こJIで二．ご．



(収入の部)

平成18年度30周年記念積立金予算(案)
自

　

平成18年４月１日

至

　

平成19年３月31日

科　　　　　日 決算額 予算額 備　　　　　　　考

今　期　積　立　金 1,000,000 1,000,000
受　取　利　，e、 27 10

前　期　繰　越　金 1.000.000 2,000,027

合 ト 2.000.027 3,000.037

(収入の部)

平成18年度備品積立金予算(案)
自
至
平成18年4)1 1日
平成19年３月31日

科　　　　　目 決算額 予算額 備　　　　　　　考

今　期　禎　立　金 50,000 50.000 運営安定会計より

受　取　利　息 １ １

前　期　繰　越　金 204.640 254,641
八　　　　　411　　　　　　　　　　計 254.641 304,642

(収入の部)

平成18年度運営安定会計予算(案)
1
8
1
9

成
成
平
平

自
至

年４
年３

ノ

Ｊ

1
31

日

11

科　　　　　目 決算額 予算額 備　　　　　　　考

受　取　利　.e、 257 200

繰　　　入　　　金 2.900.000 800.000 一般60万､特別20万

前　期　繰　越　金 5.711,651 5,761.908

合　　　　　計 8.611.908 6,562,108

(支出の郎)

科　　　　　目 決算額 予算額 備　　　　　　　考

繰　　　出　　　金 2.850.000 2.850,000 般130､特50､備5、30周100万

了･　　備　　　費 3,712.108

次　期　繰　越　金 5.761.908 -

合　　　　　計 8,611.908 6.562.108

(収入の部)

平成18年度災害義援金予算(案)

　　　　　　　　　　　　　　

皇 平成18年４月１日平成19年３月31日

科　　　　　目 決算額 予算額 備　　　　　　　考

受　取　利　息 32 30

前　期　繰　越　金 3,691,296 3,691,328

合　　　　　計 3.691.328 3,691,358

(収入の部)

平成18年度退職給与引当金予算(案)
自

　

平成18年４月１ロ
至

　

平成19年３月31日

科　　　　　目 決算額 予算額 備　　　　　　　考

受　取　利　息 44 10

今　期　繰　入　金 95,976 83,950

前　期　繰　越　金 1.056,064 1,152,084

合　　　　　計 1,152,084 1,236.044

－ 15－



平成18年度スローガン(案)

一、マル障・自立支援医療の自己負担緩和措置を！

一、本道における腎疾患総合対策等の充実を！

一、要介護患者の通院送迎や介護対策の拡大を！

一、臓器提供意思表示カードの携帯者拡大を！

一、強固な組織、会員6,000人の道腎協を！

一、国会請願運動、署名数50,000名の強力な取り組みを！

総

　

会

　

宣
一三●
-
IＺI

３案ぐ

　

私たちが北海道腎臓病患者連絡協議会を結成してから、30年という歳月を迎え

ようとしている現在､これまで築き上げ勝ち取ってきた､福祉や医療制度が削減・

縮小され、私たちの生命と健康がおびやかされていると感じます。

　

命に関わる医療は、何者にも優先されなければならないはずです。

　

今日迄の透析医療は「命をつなぐだけの医療」から「生活の質の向上」へと進

歩してきました。この透析医療は、私たちの未来にとってかけがいのない大切な

ものです。

　

道腎協は、この大変な時代に今までの活動を継続し、私たちの「命と暮らしを

守る」活動の方向を示し、会員の総力をあげて、運動を発展させなければなりま

せん。

　

ここに、平成18年度の活動方針を新たな起点として、会員の意思統一を図り、

我々透析患者が、いっでも。どこででも安心して受けられる透析医療と福祉の保

持に向かって活動を進めていくことを宣言致します。

　　

平成18年５月28日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

北海道腎臓病患者連絡協議会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第29回定期総会札幌大会
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役職名 氏　　　名 地域愚者会
組織名

ｇ　　　　長 川　村　隆　志 (札　幌)

副　会　長 掛　札　　　聖 (釧　路)

山　口　信　子 (苫小牧)

柳　沼　正　一 (札　幌)

事務局長 堀　井　和　彦 (札　幌)

事務局次長

,ａ　　　　計 三　上　留美子 (札　幌)

運営委員 昔　木　芳　三 (札　幌)

近江谷　　　守 (旭　川)

山　谷　興　幸 (道　南)

河　内　英　樹 (苫小牧)

水　島　　　裕 (室　蘭)

北　　　征　子 (小　樽)

大　渾　則　夫 (十　勝)

幹　　　　事 佐　藤　　　功 (札　幌)

庄　野　一　男 (札　幌)

武　田　優　子 (小　樽)

小笠原　和　枝 (十　勝)

小　平　敬　明 (旭　川)

原　　　晶　子 (夕　張)

筒　井　紀　昭 (道　南)

吉　野　美津留 (岩見沢)

田　中　敏　彦 (留　萌)

高　田　光　一 (紋　別)

福　田　茂　哉 (稚　内)

村　田　　　豊 (ｵﾎｰﾂｸ)

浅　見　恭　行 (北　見)

川　口　松　男 (滝　川)

山　中　勝志郎 (伊　達)

役職名 氏　　　名 地域患者会
組織　名

幹　　　　事 河　野　正　子 (釧　路)

鳥　羽　勝　子 (浦　河)

瀬　戸　洋　明 (室　蘭)

橋　本　和　弘 (静　内)

岡　田　　　均 (根　室)

吉　田　三枝子 (江　別)

会計監査役 野　原　寿　二 (旭　川)

福　原　真理子 (札　幌)

相　談　役 岩　崎　　　薫 (札　幌)

鈴　木　啓　三 (札　幌)

青年部部長 阿　部　純　一 (士　別)

【全腎協派遣役員】

役職名 氏　　　名 地域患者会
組織名

理　　　　事 栗　山　尚　倫 (釧　路)

正　会　員 掛　札　　　聖 (釧　路)

【道難病連派遣役員】

役職名 氏　　　名 地域患者会
組轍名

理　　　　事 北　　　征　子 (小　樽)

評　議　員 柳　沼　正　一 (札　幌)

小　平　敬　明 (旭　川)

事業資金委員 庄　野　一　男 (札　幌)

【機関紙編集委員】

編集委員長 福　原　真理子

編集委員 堀　井　和　彦

久　原　幸　江

三　上　留美子
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則
と
し
て
各

織
』
か
ら

計
監
査
役

　

１
名

若
干
名

　

１
名

若
干
名

　

１
名

若
干
名

「
患
者
会

　
　

１
名

　
　

２
名

員
の
任
免
）

条
前
条
に
お
け
る
幹
事
は
．

－18－



　
　

各
『
患
者
会
組
織
』
か
ら
推

　
　

薦
を
受
け
、
そ
の
他
の
役
員

　
　

は
運
営
会
議
の
指
定
し
た
「
患

　
　

者
会
組
織
」
か
ら
推
薦
を
受

　
　

け
、
そ
れ
ぞ
れ
と
も
に
ブ
ロ
ッ

　
　

ク
会
議
の
議
を
経
て
、
総
会

　
　

に
お
い
て
承
認
決
定
す
る
。

　

２

　

前
項
に
お
い
て
、
推
薦
さ

　
　

れ
る
そ
の
他
の
役
員
は
、
本

　
　

会
の
幹
事
な
ど
の
経
験
を
有

　
　

す
る
者
が
望
ま
し
い
。

　

３

　

運
営
会
議
の
構
成
員
に
欠

　
　

員
が
生
じ
た
場
合
の
補
充
は
、

　
　

運
営
会
議
の
裁
量
に
委
ね
る

　
　

も
の
と
す
る
。

　

４

　

役
員
の
任
期
は
２
年
と
し
、

　
　

再
任
を
妨
げ
な
い
。
ま
た
中

　
　

途
補
充
の
役
員
の
任
期
は
前

　
　

任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

　

５

　

役
員
の
兼
任
は
出
来
な
い

　
　

も
の
と
す
る
。

　

６

　

役
員
が
本
会
の
名
誉
を
傷

　
　

つ
け
、
ま
た
は
目
的
に
反
す

　
　

る
行
為
を
し
た
と
き
、
運
営

　
　

会
議
の
議
決
に
基
づ
き
退
会

　
　

さ
せ
る
事
が
で
き
る
。

　

７

　

本
会
に
相
談
役
、
顧
問
を

　
　

置
く
こ
と
が
出
来
る
。
相
談

　
　

役
、
顧
問
は
運
営
会
議
が
委

　
　

任
す
る
。

　

（
役
員
の
任
務
）

第
1
5
条
会
長
は
、
本
会
の
業
務
を

　
　

総
括
し
、
本
会
を
代
表
す
る
。

　

２

　

副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐

　
　

し
会
長
に
事
故
あ
る
場
合
は

　
　

そ
の
任
務
を
代
行
す
る
。

　

３

　

事
務
局
長
は
。
事
務
局
の

　
　

業
務
を
統
括
す
る
と
共
に
、

　
　

運
営
会
議
の
議
決
に
基
づ
き
、

　
　

そ
の
執
行
に
あ
た
る
。

　

４

　

事
務
局
次
長
は
、
事
務
局

　
　

長
を
補
佐
し
、
各
種
事
業
の

　
　

円
滑
推
進
に
寄
与
す
る
。

　

５

　

会
計
は
本
会
の
収
支
状
況

　
　

の
経
理
を
行
い
、
総
会
に
お

　
　

い
て
会
計
報
告
を
し
。
承
認

　
　

を
受
け
る
。

　

６

　

運
営
委
員
は
運
営
会
議
を

　
　

構
成
し
、
活
動
方
針
の
立
案

　
　

及
び
、
総
会
、
ブ
ロ
ッ
ク
会

　
　

離
の
議
決
し
た
業
務
の
執
行

　
　

に
あ
た
る
。

　

７

　

幹
事
は
運
営
会
議
の
構
成

　
　

員
及
び
会
計
監
査
役
と
と
も

　
　

に
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
構
成
し
、

　
　

地
元
組
織
と
の
連
携
を
保
つ
。

　

８

　

会
計
監
査
役
は
、
会
計
年

　
　

度
内
に
２
回
、
現
金
出
納
簿
、

　
　

関
係
書
類
を
監
査
し
、
ブ
ロ
ッ

　
　

ク
会
議
及
び
、
総
会
に
お
い

　
　

て
結
果
を
報
告
す
る
。

　

９

　

相
談
役
は
ブ
ロ
ッ
ク
会
離
、

　
　

運
営
会
議
に
対
し
意
見
を
述

　
　

べ
る
事
が
で
き
、
顧
問
は
本

　
　

会
の
求
め
に
応
じ
て
必
要
な

　
　

助
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
５
章

　

事
務
局

　

（
事
務
局
）

第
1
6
条

　

本
会
に
事
務
局
を
置
く

　
　

こ
と
が
で
き
る
。

　

２

　

事
務
局
員
の
採
用
は
運
営

　
　

会
議
で
決
定
す
る
。

　

３

　

事
務
局
は
運
営
会
議
の
指

　
　

導
の
も
と
に
本
会
の
業
務
を

　
　

執
行
す
る
。

　

（
事
務
局
手
当
）

第
1
7
条

　

事
務
局
長
、
事
務
局
員

　
　

に
は
事
務
局
手
当
を
支
給
す

　
　

る
。

　

２

　

事
務
局
手
当
の
支
給
額
は

　
　

運
営
会
議
で
決
定
す
る
。

　

（
退
職
金
手
当
）

第
1
8
条

　

退
職
給
与
規
程
に
よ
り
、

　
　

事
務
局
員
に
退
職
金
を
支
給

　
　

す
る
。
支
給
に
異
議
あ
る
と

　
　

き
は
、
運
営
会
議
で
決
定
す

　
　

る
。

　

第
６
章

　

会

　
　

計

　

（
財

　

政
）

第
1
9
条

　

本
会
の
財
政
は
会
費
、

　
　

寄
付
金
、
そ
の
他
の
収
入
に

　
　

よ
っ
て
賄
う
。

　

（
会

　

費
）

第
2
0
条

　

本
会
の
会
費
は
「
患
者

　
　

会
組
織
」
の
会
員
１
名
に
つ

　
　

き
、
年
額
４
、
２
０
０
円

　
　
　

（
内
訳
一
道
腎
協
２
、
４
０

　
　

０
円
、
全
腎
協
１
、
８
０
０

　
　

円
）
と
し
中
途
入
会
者
は
月

　
　

割
（
月
額
３
５
０
円
）
計
算

　
　

と
す
る
。

　

２

　

会
費
納
入
は
原
則
と
し
て

　
　

新
年
度
の
早
い
時
期
に
す
み

　
　

や
か
に
納
入
し
な
け
れ
ば
な

　
　

ら
な
い
。

　

３

　

一
且
納
入
し
た
会
費
及
び

　
　

処
出
金
品
は
、
収
支
予
算
上
、

　
　

こ
れ
を
一
切
返
戻
し
な
い
。

　

（
会
計
年
度
）

第
2
1
条

　

本
会
の
会
計
年
度
は
毎

　
　

年
４
月
１
日
に
始
ま
り
、
翌

　
　

年
３
月
3
1
日
に
終
わ
る
。

　

（
現
金
出
納
簿
及
び
関
係
書
類
）

第
2
2
条

　

本
会
の
収
支
状
況
を
記

　
　

録
し
た
現
金
出
納
簿
、
及
び

　
　

関
係
書
類
は
総
会
に
お
い
て

　
　

会
計
監
査
報
告
を
受
け
、
５

　
　

年
間
保
存
し
た
の
ち
、
廃
棄

　
　

処
分
と
す
る
。

　

第
７
章

　

附

　
　

則

　

（
規
約
の
改
正
・
廃
止
及
び
規
程
）

第
2
3
条

　

本
会
の
規
約
の
改
廃
は
、

　
　

運
営
会
議
で
立
案
検
討
を
経

　
　

て
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
審
議

　
　

討
論
を
得
て
。
総
会
に
お
い

　
　

て
承
認
決
定
す
る
。

　

２

　

改
廃
し
た
規
約
の
効
力
は
。

　
　

承
認
決
定
し
た
総
会
年
度
の

　
　

始
期
（
４
月
１
日
）
に
遡
り

　
　

施
行
す
る
。

　

３

　

こ
の
規
約
に
基
づ
き
、
各

　
　

種
規
程
を
設
け
る
こ
と
が
で

　
　

き
る
。

　

４

　

各
種
規
程
は
別
に
定
め
る
。

　
　

規
程
の
作
成
、
改
廃
は
運
営

　
　

会
議
に
お
い
て
行
い
、
そ
の

　
　

内
容
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に

　

報
告
す
る
。

　
　

（
交
通
費
、
旅
費
、
表
彰
、

　

慶
弔
、
退
職
給
与
）
。

５

　

本
規
約
は
昭
和
5
3
乍
６
月

　

1
8
日
、
第
１
回
総
会
に
お
い

　

て
制
定
し
、
施
行
す
る
。

６

　

昭
和
5
8
年
７
月
３
日
一
部

　

改
正
（
全
体
総
会
、
全
腎
協

　

加
盟
他
）
。

７

　

昭
和
6
2
年
５
月
3
1
日
一
部

　

改
正
（
事
務
局
員
の
手
当
、

　

道
腎
協
の
会
費
１
０
０
円
か

　

ら
２
０
０
円
に
）
。

８

　

平
成
元
年
５
月
2
8
日
一
部

　

改
正
（
相
談
役
、
顧
問
の
設

　

置
、
役
員
の
任
務
に
関
す
る

　

事
他
）
。

９

　

平
成
２
年
５
月
2
7
日
一
部

　

改
正
（
全
腎
協
会
費
1
0
月
か

　

ら
１
３
０
円
、
翌
３
年
1
0
月

　

か
ら
１
５
０
円
に
）
。

1
0

　

平
成
３
年
６
月
２
日
一
部

　

改
正
（
退
職
金
手
当
を
設
け

　

支
給
、
事
務
局
次
長
１
名
）
。

Ｈ

　

平
成
７
年
６
月
４
日
一
部

　

改
正
（
役
員
の
任
期
２
年
に
）
。

1
2

　

平
成
９
年
５
月
2
5
日
一
部

　

改
正
（
事
務
局
次
長
２
名
に
）
。

1
3

　

平
成
Ｈ
年
６
＝
ｒ
i
£
)
[
i
i
大
幅

　

改
正
（
役
員
の
任
務
他
）
。

1
4

　

平
成
1
-
Ｈ
年
５
月
2
1
日
】
部

　

改
正
（
会
議
の
議
長
に
関
す

　

る
事
他
）
。
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道腎協加盟地域腎友会組織一覧表
ｒ　会　　　名 －Ｔ 住　　　　　　　　所 電　話１

旭川地方腎友会 078-8329
旭川市宮前東4155－30

旭川「li障害者福祉センター　　　　　「おぴりた』３Ｆ
0166-33-9083

岩　見　沢　腎　友　会
岩見沢11i

浦河地区腎友会
日高郡静内町

江別腎臓病患者会 069-0817 江別市野幌代々木町81－ 6　　　　　　　渓和会江別病院　透析室内 on 382-1111

小樽後志地方腎友会 047 0032
小樽市稲穂1－3－13
　　　　小樽ライフクリニック　透析室内

0134一25･3585

オホーツク腎友会 網走市

北見地方腎友会 北見市

釧路地方腎友会 085 0003
釧路市川北4 －17
　　　　　　　身体障害者福祉センター内

0154-23 6687

札幌腎臓病患者友の会
札幌市北区

静　内　腎　友　会 日高郡新ひだか町

腎友会滝川クリニック透析者の会
砂川市

伊達地方腎友会 虻田郡京極町

千　歳　腎　友　会 千歳市

道南腎臓病患者連絡協議会 函館市

十勝地方腎友会
帯広市

苫　小　牧　腎　友　会 苫小牧市

根　室　腎　友　会 根室市弥生町

深　川　　腎　友　会 074-0005
深川市５条６番10号
　　　　　　深川市立総合病院　透析室内

0164-22 1101

室蘭地方腎友会 050 0083
室蘭市東町２－１－６
　　　　室蘭市障害者総合福祉センター内

0143 45 6849

紋別地方腎友会
紋別郡遠軽町

夕張腎臓病友の会 夕張市

留萌地方水無人腎友会 077-0011
留萌市東雲町２丁目16番
　　　　　　　　留萌市立病院　透析室内

0164-49 1011

稚内地方腎友会 097-0022
稚内市中央４丁口11番６号
　　　　　　　　稚内市立病院　透析室内

0162-32 8134

士　別　腎　友　会 095-0044 士別市東山町3029番地１　　　　　　市立士別総合病院　透析室内
0165一23-2166

三　笠　腎　友　会
－〃J
三笠市

富　良　野　腎　友　会 076-0024
富良野市幸町13－ I
　　　　　　　富良野協会病院　透析室内

0167-23-2181

小　清　水　腎　友　会 斜里郡清里町

名寄市立病院腎友会 上川郡風連町

北海道腎臓病患者連絡協議会 001一〇〇17札幌市北区北17条西２丁目2 －38
　　　　　　　　サザンアベニュー北大101

011-747-0217

助全国腎臓病協議会 170-0002
東京都豊島区巣鴨１丁目20番９号
　　　　　　　　巣鴨フアーストビル３階

03-5395 2631」

昭
和
4
8
年
１
月
1
3
‐
喇
３
種
郵
便
物
認
可
Ｈ
・
Ｓ
・
Ｋ
通
巻
４
１
０
号

平
成
1
8
年
５
月
1
0
‐
発
行
（
毎
月
1
0
日
発
行
）

発
行
所

印
刷
所

北
海
道
身
体
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

大
輝
印
刷
株
式
会
社

（
鱈
糾
枇
）

頒
価
１
５
０
円
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